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↑更新中

２学期始業式を迎えて －始業式の話から－

校長 福沢俊之

１年前の２学期始業式は緊急事態宣言の最中だったことを思い出します。８月末の同じ時期で
比較すると、今年度の全国の新規感染者は昨年度のおよそ９倍、東京都でもおよそ５倍です。新
規感染者数だけを見ると、現在の方が危機的な状況のように思いますが、重症化率は昨年度より
も低いと聞いています。今年度はここまで、各学年の宿泊行事、夏休みの部活動・勉強合宿、全
ての宿泊行事を３年ぶりに実施することができましたが、あらためて感染症対策に万全を期して、
２学期の様々な活動を進めていきたいと思っています。
さて、この夏休み、本校にとって素晴らしいニュースがありました。男子バレーボール部の全

国大会出場です。男子バレーボール部がある学校は、全国におよそ 2900 校。その中で決勝トー
ナメントに進出した 27 校のうちの１校に残ったとなれば、まさに「快挙」といえます。正面玄
関にその報告を大きく掲示しましたが、それを見た方が職員室までお祝いの言葉を伝えに来てく
れたり、「地域の誇り」「台東区の誇り」とおっしゃってくださる方もいました。校長として目
指す学校像の一つに、「生徒、保護者、そして地域の方々にとって誇りにできる学校」を挙げて
います。今回の男子バレーボール部の全国大会出場、そして合わせて正面玄関に新たに掲示して
くれた吹奏楽部の吹奏楽コンクール２年連続金賞、女子テニス部団体の都大会出場など、生徒た
ちの活躍が多くの人たちを元気づけ、誇りに思っていただけるのであれば、これほどうれしいこ
とはありません。
男子バレーボール部の全国大会が終わった同じ頃、甲子園の高校野球で仙台育英高校が優勝し

たとのニュースがありました。東北勢として史上初の優勝を果たした仙台育英高校の監督は優勝
インタビューで「今年の三年生は、入学式どころか中学校の卒業式もちゃんとできなくて、活動
をしていてもどこかでストップがかかってしまうような苦しい中で、本当にあきらめないでやっ
てこれた。でも、それをさせてくれたのは、僕たちじゃなくて全国の高校生のみんなです。」と
話し、自分たちだけで頑張った成果ではないことを強調していました。そして「全国の高校生に
拍手をしてもらえたら……」と聞いている人たちに呼びかけました。
私自身、区の夏季大会一回戦からいろいろな部活の試合を見せてもらいました。勝負ですから

初戦で負けることもあり、全国大会まで勝ち残ることもあります。結果は違ったとしても、生徒
たちは御徒町台東中の部活動として、同じような道のりをたどってきたはずです。そう考えたと
き、「全国の高校生に拍手を」という呼びかけは、結果を超えてお互いをたたえるという意味で
は中学生も同じであり、そのインタビューをとても清々しく聞くことができました。
さて、高校野球はすでに新しいチームでの大会が各地で始まるようです。私たちの部活動も３

年生から２年生、１年生への世代交代を始めています。生徒会活動、委員会活動などにおいても
この２学期はまさに世代交代を進めていくときです。３年生から１、２年生へ、誰もが誇りに思
える御徒町台東中学校を、しっかりと引き継いでもらいたいと思っています。

新しい教職員の紹介
先生 理科 ２年１･２組副担任 科学部顧問

先生 特別支援教育支援員 １学年所属

１・２学年の授業等を中心に担当します。どうぞよろしくお願いします。
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夏季休業中の部活動等の活躍
女子ソフトテニス部
中学校総合体育大会・都中学校ソフトテニス選手権大会（団体戦）出場

吹奏楽部
東京都中学校吹奏楽コンクール

B組 金賞
喜歌劇「微笑みの国」セレクション

男子バレーボール部
中学校総合体育大会・都中学校バレーボール選手権大会（団体戦） 第５位

関東中学校バレーボール大会 第５位

全国大会中学校体育大会・全日本中学校バレーボール選手権大会
・予選リーグ戦
御徒町台東中 ０－２ 小布施町立小布施中（長野）
御徒町台東中 ２－０ 和歌山市立明和中（和歌山）

・決勝トーナメント進出 全国２７位
御徒町台東中 １－２ 小布施町立小布施中（長野）

働く消防の絵写生会
・ポスターの部

優秀賞 （２－１） （２－２）
入選 （２－１） （２－２） （２－２）

（２－２） （２－４）
・未来画の部

優秀賞 （２－３）
入選 （２－１） （２－４）

（２－１） （２－２） （２－３）


